
NTT引込

B1F

ＷＣ

中次亜注入機室

西谷浄水場全体平面図

正門

守衛室

共同溝

ＷＣ

４号

急速ろ過池

急速ろ過池

２号

公舎１号

３号

資材置場

北門

５号

東門

油庫

旧管理棟

脱水機棟

脱臭設備

排水処理施設

排水池

Et1EA EB EC ED Et2

ポンプ室

前次亜注入機室

西
谷
ポ
ン
プ
場

（Ｓ＝Free）

第2分庁舎

分庁舎

塩素室

水道技術資料館

天日乾燥床

１号配水池（休止中）

前次亜注入機室

沈殿池

３号配水池

２号配水池

体育館

管理室

原水水質
計器室

総合倉庫

噴水

水道記念館

工作場

自家発棟

管理棟

車　庫

洗浄水槽

西谷

西谷

（令和３年度解体工事予定）

排泥池

（令和３年度解体工事予定）

No.1放流口（場外）へ

受電所

着水井

硫酸貯留棟

別紙15　浄水処理施設既設ケーブルルート図【参考】

No.25No.23No.21No.19No.17No.15No.13No.11

No.12 No.14 No.16 No.18 No.20 No.22 No.24 No.26

No.1 No.3 No.5 No.7 No.9

No.6No.4No.2 No.10No.8

企業団鉄塔

新電気室へ

ピラーボックス（予備線）

ピラーボックス（常用線）
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00992037
テキストボックス
別紙15　浄水処理施設既設ケーブル-ト図【参考】



別紙15　浄水処理施設既設ケーブルルート図【参考】

（水道局マイクロ無線設備光ケーブルルート図）



本館

自家発

沈でん池

１号配水池

水道公園

西谷浄水場内　光ケーブルルート図(Ｓ＝１／５００)

凡例

鉄塔

企業団無線局舎～本館地下電気室（ES）

局舎

H/H H/H

H/H

H/H

H/H

H/H

H/H

H/H

SM-24C ×1 収容架(計算機室) 収容架(局舎)

SM-24C ×1 収容架(計算機室)収容架(局舎)

※本館ES、2階EVホール天井裏経由
：地中埋設配管

：ラック

H/H

WC

管廊内光専用ラック（W150mm）

屋外H/H連絡部

（光ケーブル）

（光ケーブル）

地下電気室ES

管廊管廊

神奈川県内広域水道企業団

データ通信設備更新工事

平成２８年　３月　　　日　製図

縮　　尺

工 事 名

名　　称

図　　番

検　図 製　図設　計

企業団　光ケーブルルート図（場内）
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別紙15　浄水処理施設既設ケーブルルート図【参考】

（企業団無線設備光ケーブル）







３



４



別紙17　水収支フロー図（現状）【参考】

⑦ ⑧
⑤

③
① ②

⑥

④ ⑨ 野毛山幹線

凡例

Ⓐ Ⓑ ＝流量計測値（2017/1/1～12/31）
（計測誤差により、収支が合わないことがある）

＝排水渠入出推定値

＝排泥渠入出推定値

Ⓒ ＝上水使用量推定値

Ⓓ
帷子川

雨水含む
Ⓔ

帷子川

Ⓕ - ＝

- ＝

- ＝

Ⓐ＋Ⓑ＋Ⓒ Ⓕ

23,130 9.4%
①

①

①

②

②-⑤
16,000〃流入量

18,744
流出量
17,009

排水処理

⑥-⑦-⑧+⑨

〃 223,507

6.5%

洗浄水量
5,142

西谷幹線流量

236,436

２号流出量その他作業用水

36,823

工水分水量
398

洗浄時捨水排泥量

水質実験プラント排水

（水質計器他）

３号流入量
150,194総ろ過量

228,649

17,988

工水鶴ケ峰

浄水ロス％
ポリマー注入※

※

２号流入量

着水量
246,637

沈でん池流入量

247,163
273,259

３号流出量

246,637

1,100

脱水ケーキ

No1放流量

17,256
排泥渠流出量

1,450

返送水量

上水
38

上澄水

排水弁鳴き量

10,310

乾燥ケーキ

100 63,3201,000

ロス水量

100
工水送泥流入量

150

排水渠流出量

その他作業用水

804

単位：ｍ３/日

230,637

（水質計器他）

浄水量原水量

55,674

合計排出水
17,009

6,843

No2放流量
10,165

8,281

228,649

小雀流入量
71,699

高区合計流出量

（企）受水量
34,243

7.3%

着水井 沈でん池

洗浄水槽

ポンプ井

２号配水池
（水位一定運用）

ろ過池

排水渠

排水処理施設

排水池

返送池

３号配水池

排泥渠 旧天日乾燥床

脱臭設備

脱水設備

P

P

P P
P

P

P

高分子ポリマー

溶解槽

12ｍ3

P

濃縮槽

排泥池

乾燥設備

（休止中）



別紙17　水収支フロー図（再整備後〔通常時〕）【参考】 単位：ｍ
３
/日

398

16760

Ⓕ

流入量 流出量

16760 16760

原水量

394,000

①

＝

-

55674 -

-

-

-

377,202

②-⑤

-

ロス水量浄水量

6400

6595

10165

-

507

洗浄時捨水 排水弁鳴き量

0

その他作業用水

2400

383602
321528

-

浄水ロス％

16,798 4.3%

2070

排水渠流出量

14640

その他作業用水

 水質実験プラント排水

0

150

 排泥量

1760

 工水送泥流入量

160

Ⓐ+Ⓑ+Ⓒ

50

391842 386509

洗浄時排水

5333

上水

394000 394000

（水質計器他）（水質計器他）

排水処理

排泥渠流出量

着水井 沈でん池 ろ過池 ポンプ井

3号配水池

２号配水池

（水位－定運用）

排泥渠 排水渠

洗浄水槽

排水池

返送池

排泥池

濃縮槽

工水分水量

⑤ ろ過池洗浄水量

沈でん池流入量 ② 総ろ過量 ③ ３号流入量

高区合計流出量

西谷幹線流量

⑥ ３号流出量

凡例

① 着水量

工水鶴ケ峰

⑦ (企)受水量 ⑧ 小雀流入量(水量調査より)

⑨ 2号流出量 野毛山幹線④ ２号流入量

：現状のフロー図の値

：基本計画で設定した値

帷子川

帷子川

No.1放流量

雨水含む

Ⓓ 返送水量

Ⓑ No.2放流量

Ⓕ 合計排出水脱水ケーキ

排水処理施設

脱水設備

高分子ポリマー

溶解槽

12m3

ポリマー注入※

※

Ⓒ

P

Ⓐ Ⓑ

P

P

P

P

P
P

P

上澄水

粒炭設備流入量 ろ過池流入量

粒炭池

：水量の想定ができないため、現状の西谷フ

ロー図の流量値を将来と現状の取水量の比例

按分とした。（394000/246637≒1.6倍）

洗浄１回あたり500m3

通水継続時間72時間

池数32と想定

洗浄１回あたり800m3

ろ過継続時間を72時間

池数を24池と想定

トラフ、ガリットの残り水が

洗浄１回あたり63.36m3

排水されると想定



別紙17　水収支フロー図（再整備後〔水質悪化時〕）【参考】 単位：ｍ
３
/日

（水質計器他）

- -
25600

398

394000 394000 391842 375842 371414

-

290140 -

-

その他作業用水

（水質計器他）

上水

2400
55674

その他作業用水  排泥量 洗浄時排水 洗浄時捨水 排水弁鳴き量

-
 水質実験プラント排水

0
 工水送泥流入量

160 1760 16000 2028 0

48148

150

排泥渠流出量 排水渠流出量

2070 46028

50

37983 -

10165

12.2%

原水量 浄水量 ロス水量 浄水ロス％

394,000 - 345,814 ＝ 48,186

流入量 流出量

排水処理 ① ②-⑤

Ⓕ

48148 48148

Ⓐ+Ⓑ+Ⓒ

着水井 沈でん池 ろ過池 ポンプ井

3号配水池

２号配水池

（水位－定運用）

排泥渠 排水渠

洗浄水槽

排水池

返送池

排泥池

濃縮槽

工水分水量

⑤ ろ過池洗浄水量

沈でん池流入量 ② 総ろ過量
③ ３号流入量

高区合計流出量

西谷幹線流量

⑥ ３号流出量

凡例

① 着水量

工水鶴ケ峰

⑦ (企)受水量 ⑧ 小雀流入量(水量調査より)

⑨ 2号流出量 野毛山幹線④ ２号流入量

：現状のフロー図の値

：基本計画で設定した値

帷子川

帷子川

No.1放流量

雨水含む

Ⓓ 返送水量

Ⓑ No.2放流量

Ⓕ 合計排出水脱水ケーキ

排水処理施設

脱水設備

高分子ポリマー

溶解槽

12m3

ポリマー注入※

※

Ⓒ

P

Ⓐ
Ⓑ

P

P

P

P

P
P

P

上澄水

粒炭設備流入量 ろ過池流入量

粒炭池

洗浄１回あたり800m3

ろ過継続時間を18時間

池数を24池と想定

洗浄１回あたり500m3

通水継続時間24時間

池数32と想定

トラフ、ガリットの残り水が

洗浄１回あたり63.36m3

排水されると想定

：水量の想定ができないため、現状の西谷フ

ロー図の流量値を将来と現状の取水量の比例

按分とした。（394000/246637≒1.6倍）



別紙 18 水位高低差【参考】

01092033
テキストボックス
③

01092033
テキストボックス
③´

01092033
テキストボックス
④

01092033
テキストボックス
※１

01092033
テキストボックス
※１　この水位高低差は、沈でん池処理水渠の水位を起点とし、各配管・施設における損失水頭を計算して作成した。※２　④は、１系統197,000m3/d、１系統98,500m3/dで流下した場合に、最も損失が大きくなる組み合わせで損失水頭を計算した。　　　ただし、着水井は１池運用（295,500m3/d/池）としている。

01092033
テキストボックス
基本計画の配管延長・口径における、運用水量毎の水位高低差

01092033
スタンプ

01092033
テキストボックス
295,500m3/日

01092033
線

01092033
線

01092033
線

01092033
テキストボックス
98,500m3/日

01092033
長方形

01092033
線

01092033
線

01092033
テキストボックス
197,000m3/日

01092033
長方形

01092033
テキストボックス
④の場合の着水井付近の流量概況



P P PPP P

3号配水池 2号配水池

ポンプ井

急速ろ過池 急速ろ過池

混和池

着水井

バイパス管

沈でん池
↓

ろ過池

※粒炭築造中
も使用

洗浄水槽へ

FI

FI

FI FI

FIFI FIFI
FI

再凝集池 再凝集池

浄水送水ポンプ ×4台（うち2台予備）
洗浄揚水ポンプ ×2台（うち1台予備）

6池×4群=24池
（うち1池予備）

粒状活性炭吸着池

8池×4群=32池
（うち2池予備）

FI FI

仏向
配水池
より

FI

FI FI

新導水路 旧導水路

FI

粒状活性炭吸着池

リ
タ
ー
ン
ポ
ン
プ

MM

M M

M M

M M

MM

MM M M

別紙19 浄水処理施設の系統【参考】

P

M

P

M

リ
タ
ー
ン
ポ
ン
プ

P

M

P

M

通常時使用管

バイパス管・連絡管

流量計FI

凡例

FI FI

ゲート弁

沈でん池

2池直列

集水渠
4分割

2池

1池停止時に295,500ｍ3/日の処理量確保

混和池
2池直列

4池

1池停止時に
295,500ｍ3/日の処理量確保

1群停止時に
295,500ｍ3/日
の処理量確保

1群停止時に
295,500ｍ3/日
の処理量確保

2池

2池

※1池停止時の295,500ｍ3/日の処理量は
394,000ｍ3/日処理時の3/4の量です。



別紙19　浄水処理施設の系統【参考】

施設名 系統等 群 池数 個別名称
－ －
－ －
－ －
－ －
－ －
－ －

沈でん池１号池
沈でん池２号池
沈でん池３号池
沈でん池４号池

－ －
－ －
－ －
－ －
－ －
－ －
－ －
－ －
－ －
－ －
－ －
－ －

活性炭吸着池１号池～

活性炭吸着池８号池
活性炭吸着池９号池～

活性炭吸着池16号池
活性炭吸着池17号池～

活性炭吸着池24号池
活性炭吸着池25号池～

活性炭吸着池32号池
－ －
－ －
－ －
－ －
－ －
－ －
－ －
－ －
－ －
－ －
－ －
－ －

ろ過池１号池～

ろ過池６号池
ろ過池７号池～

ろ過池12号池
ろ過池13号池～

ろ過池18号池
ろ過池19号池～

ろ過池24号池
－ －
－ －
－ －
－ －
－ －
－ －
－ －
－ －
－ －
－ －
－ －
－ －３－２号配水池

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

２系流出井
１系ポンプ井
２系ポンプ井
２－１号配水池
２－２号配水池

２系-２原水渠

１系-１浄水渠
１系-２浄水渠
２系-１浄水渠
２系-２浄水渠

１系再凝集池
２系再凝集池
１系-１原水渠
１系-２原水渠
２系-１原水渠

１系-２流出渠
２系-１流出渠
２系-２流出渠
１系流出井
２系流出井

２系-１流入渠
２系-２流入渠

１系-１流出渠

個別名称
新導水路
旧導水路
１系着水井
２系着水井
１系混和池
２系混和池

１系沈でん池

２系沈でん池
４池

ポンプ井 ２系統

24池

再凝集池 ２系統

原水渠
（ろ過池）

２系統

32池粒状活性炭吸着池

流出渠
（粒状活性炭吸着池）

２系統

流出井
（粒状活性炭吸着池）

２系統

４群活性炭吸着池

２系統

４分割
集水渠
（沈でん池）

集水渠出口
（沈でん池）

２系統

２系統

４号池集水渠
１系集水渠出口
２系集水渠出口

２系統２号配水池

３号配水池 ２系統

１群ろ過池

２群ろ過池

３群ろ過池

４群ろ過池

浄水渠
（ろ過池）

２系統

急速ろ過池 ２系統

流出井
（ろ過池）

２系統

４群

１系流出井

１系ろ過池

２系ろ過池

－

－

－

－

－
３－１号配水池

流入井
（粒状活性炭吸着池）

２系統
流入渠
（粒状活性炭吸着池）

１群活性炭吸着池

２群活性炭吸着池

３群活性炭吸着池

４群

２系統導水路

２系統混和池

沈でん池
（フロック形成池含む）

２系統

着水井 ２系統

１号池集水渠
２号池集水渠
３号池集水渠

１系流入井
２系流入井

１系活性炭
吸着池

２系活性炭
吸着池

１系-１流入渠
１系-２流入渠



P P PPP P

3号配水池 2号配水池

ポンプ井

急速ろ過池 急速ろ過池

粒状活性炭吸着池

混和池

着水井

バイパス管

沈でん池
↓

ろ過池

※粒炭築造中
も使用

洗浄水槽へ

FI

FI

FI FI

FIFI FIFI
FI

再凝集池 再凝集池

浄水送水ポンプ ×4台（うち2台予備）
洗浄揚水ポンプ ×2台（うち1台予備）

6池×4群=24池
（うち1池予備）

8池×4群=32池
（うち2池予備）

FI FI

仏向
配水池
より

FI

FI FI

新導水路 旧導水路

FI

粒状活性炭吸着池

リ
タ
ー
ン
ポ
ン
プ

MM

M M

M M

M M

MM

MM M M

別紙20 薬品の種類及び注入点等【参考】

P

M

P

M

リ
タ
ー
ン
ポ
ン
プ

P

M

P

M

通常時使用管

バイパス管・連絡管

流量計FI

凡例

⓪○○ 薬品注入点

FI FI

ⓐ硫酸▲
ⓑ前次亜■
ⓒ消石灰★

ⓓ前PAC●
●前PACⓓ

●後PACⓕ

■中次亜ⓖ

ⓕ後PAC ●

ⓖ中次亜 ■

ⓗ後次亜■ ■後次亜ⓗ

▲硫酸ⓐ
■前次亜ⓑ
★消石灰ⓒ 薬品注入点について

・小出し槽はすべての注入点に設置とする。

考え方

・新設設備に合わせて薬注設備の配置を行う。

沈でん池

混和池



別紙 20 薬品の種類及び注入点等【参考】 

薬品種類 注入点 注入方式 注入点数 制御方式

制御で使用する計器

備考残塩計
（残塩 FF 用） 

残塩計
（残塩 FB 用） 

流量計
（残塩／注入率）

前 PAC 混和池 原液滴下
2 点／系統 

×2 系統 注入率／注入量 － －
沈でん池流入量
（着水井後）

後 PAC 再凝集池 原液滴下
2 点／系統 

×2 系統 注入率／注入量 － －
再凝集池流入量
（再凝集池前）

前次亜 着水井 原液滴下
2 点／系統 
×2 系統 注入率／注入量 － －

着水量
（着水井前）

中次亜 再凝集池 原液滴下
2 点／系統 
×2 系統 残塩／注入率／注入量 －

再凝集池残留塩素
（ろ過池原水渠）

または
ろ過池浄水渠残留塩素

（ろ過水）

再凝集池流入量
（再凝集池前）

後次亜
ろ過池
浄水渠端部

原液滴下
2 点／系統 

×2 系統 残塩／注入率／注入量 －
ポンプ井残留塩素
（ポンプ井）

各池ろ過流量
（ろ過池後）の合算

または
ポンプ井流入量
（ポンプ井前）

硫酸 着水井 原液滴下
2 点／系統 
×2 系統 pH／注入率／注入量 注入前 pH 

（着水井前）
注入後 pH 

（着水井後）
着水量

（着水井前）

消石灰 着水井 溶解滴下
1 点／系統 
×2 系統 － － － －



P P PPP P

3号配水池 2号配水池

ポンプ井

急速ろ過池 急速ろ過池

粒状活性炭吸着池

混和池

着水井

バイパス管

沈でん池
↓

ろ過池

※粒炭築造中
も使用

洗浄水槽へ

FI

FI

FI FI

FIFI FIFI
FI

再凝集池 再凝集池

浄水送水ポンプ ×4台（うち2台予備）
洗浄揚水ポンプ ×2台（うち1台予備）

6池×4群=24池
（うち1池予備）

8池×4群=32池
（うち2池予備）

FI FI

仏向
配水池
より

FI

FI FI

新導水路 旧導水路

FI

粒状活性炭吸着池

リ
タ
ー
ン
ポ
ン
プ

MM

M M

M M

M M

MM

MM M M

別紙21 水質計器の設置位置及び採水点【参考】

P

M

P

M

リ
タ
ー
ン
ポ
ン
プ

P

M

P

M

通常時使用管

バイパス管・連絡管

流量計FI

凡例

FI FI

管路増径
③

pH
(2)着水井(注入後)

濁度

pH

水温

溶存酸素

(3)集水渠出口（沈でん池）

残留塩素

濁度

pH

水温

溶存酸素

(3)集水渠出口（沈でん池）

残留塩素

pH

水温

溶存酸素

(4)流出井

（粒状活性炭吸着池）

濁度
濁度

pH

水温

溶存酸素

(4)流出井
（粒状活性炭吸着池）

(5)原水渠（ろ過池）

　残留塩素(切替)

(5)原水渠（ろ過池）

残留塩素(切替)

濁度

微粒子

(6)各ろ過池(切替)
濁度

微粒子

(6)各ろ過池(切替)

濁度

微粒子

(6)各ろ過池(切替)

濁度

微粒子

(6)各ろ過池(切替)

濁度

pH

残留塩素

(7)流出井（ろ過池）

濁度

pH

残留塩素

(7)流出井（ろ過池）

自動水質監視装置

濁度(高濁用)

pH(注入前)

水温

(1)着水井

濁度

pH

残留塩素

(8)ポンプ井

自動水質監視装置

沈でん池

混和池

濁度

残留塩素

濁度

残留塩素

TN・TP計(放流水用)



原水 着水井 濁度

pH

水温

自動水質監視装置※1

返送水(放流水) 着水井 TN・TP計

原水(薬品注入後) 着水井出口 pH

沈でん処理水 沈でん池出口(集合前) 残留塩素

沈でん池出口(集合後) 濁度

pH

水温

ろ過水 原水渠（ろ過池） 残留塩素

ろ過池出口 微粒子

濁度

流出井（ろ過池） 濁度(高感度)

pH

残留塩素

自動水質監視装置

浄水 ポンプ井 濁度(高感度)

pH

残留塩素

２号配水池 濁度(高感度)

残留塩素

３号配水池 濁度(高感度)

残留塩素

原水 着水井 濁度

pH

水温

自動水質監視装置

返送水(放流水) 着水井 TN・TP計

原水(薬品注入後) 着水井出口 pH

沈でん処理水 集水渠出口（沈でん池） 濁度

pH

水温

溶存酸素

残留塩素

粒状活性炭吸着池 流出井
（粒状活性炭吸着池）

濁度

pH

水温

溶存酸素

ろ過水 原水渠（ろ過池） 残留塩素

ろ過池出口 微粒子

濁度

流出井（ろ過池） 濁度(高感度)

pH

残留塩素

自動水質監視装置

浄水 ポンプ井 濁度(高感度)

pH

残留塩素

２号配水池 濁度(高感度)

残留塩素

３号配水池 濁度(高感度)

残留塩素

※１　自動水質監視装置：魚類による連続自動監視装置

※２　設置場所：①原水水質計器室、②管理棟水質計器室(1F)、③自動水質監視装置室(管理棟B1F)、④ろ過池管廊(現場)

1

1

3

3

1

1

1

1

1

備考

2

2

2

2

4

4

4

1

1

1

1

1

1

2

2

2

1

1

1 ① 排水処理返送時のみ計測(放流水)

― ① 排水処理返送時のみ計測(放流水)

④

系統毎切替

2 ① 系統毎切替、水質変動に応じ薬品注入制御を行うため

2 ① 系統毎切替、水質変動に応じ薬品注入制御を行うため

系統毎切替、有試薬型のため

系統毎切替

系統毎切替、有試薬型のため②

別紙21　水質計器の設置位置及び採水点（現状）【参考】

別紙21　水質計器の設置位置及び採水点（再整備後）【参考】

系統設置

系統設置、有試薬型のため

群設置

群設置

群設置

2 ② 系統設置

2 ② 系統設置

2 ② 系統設置

2 ① 系統毎切替、水質変動に応じ薬品注入制御を行うため

2 ① 系統毎切替、水質変動に応じ薬品注入制御を行うため

2

③

2 ② 系統毎切替

2 ② 系統毎切替、有試薬型のため

2 ② 系統毎切替

2 ② 系統毎切替、有試薬型のため

1

1

1

1

2 ② 系統毎切替

2 ② 系統毎切替、有試薬型のため

2

1

1

2 ② 系統設置(群毎切替)

系統設置(群毎切替)2 ②

2

2

② 系統設置(群毎切替)、有試薬型のため

2 ② 系統毎切替

2 ③ 系統毎切替

2

1

1

2 ② 系統設置(群毎切替)、有試薬型のため

4 ④ 群設置(池毎切替)

4 ④ 群設置(池毎切替)

2

4

4

群設置

4

4

②

②

②

②

2

③

1

1

1

1

1

1

設置台数

2

②

②

4

4

4

2

2

対象水 採水点 測定項目 系統・群 設置場所

水質変動に応じ薬品注入制御を行うため

系統毎切替

水質変動に応じ薬品注入制御を行うため

有試薬型のため

②

②

②

②

②

②

②

②

②

有試薬型のため

系統毎切替

系統毎切替

系統毎切替、有試薬型のため

系統毎切替

有試薬型のため

②

②

②

②

②

④

備考

①

①

①

設置場所
※2系統・群

③

①

2

2

2

2

2

水質変動に応じ薬品注入制御を行うため

水質変動に応じ薬品注入制御を行うため

設置台数

2

2

2

1

1

対象水 採水点 測定項目

2

2

2

2

1

1

1

1

1

1

-

―

1

-

2

1

池ごとに切替え

池ごとに切替え



P P PPP P

3号配水池 2号配水池

ポンプ井

急速ろ過池 急速ろ過池

粒状活性炭吸着池

混和池

着水井

バイパス管

沈でん池
↓

ろ過池

※粒炭築造中
も使用

洗浄水槽へ

FI

FI

FI FI

FIFI FIFI
FI

再凝集池 再凝集池

浄水送水ポンプ ×4台（うち2台予備）
洗浄揚水ポンプ ×2台（うち1台予備）

6池×4群=24池
（うち1池予備）

8池×4群=32池
（うち2池予備）

FI FI

仏向
配水池
より

FI

FI FI

新導水路 旧導水路

FI

粒状活性炭吸着池

リ
タ
ー
ン
ポ
ン
プ

MM

M M

M M

M M

MM

MM M M

別紙22 工業計器の設置位置【参考】

P

M

P

M

リ
タ
ー
ン
ポ
ン
プ

P

M

P

M

通常時使用管

バイパス管・連絡管

流量計FI

凡例

FI FI

管路増径
③

着水量(電磁式)

沈でん池流入量 沈でん池流入量

粒状活性炭吸着池流入量

再凝集池流入量 再凝集池流入量

ポンプ井
流入量

着水井
水位計

粒状活性炭吸着池(各池)

界面計

水位計

粒状活性炭吸着池(各池)

界面計

水位計

急速ろ過池(各池)

損失水頭計

水位電極

流量計(差圧式)

急速ろ過池(各池)

損失水頭計
水位電極

流量計(差圧式)

原水渠
水位計

原水渠
水位計

ポンプ井
水位計

リターン流量

２号配水池
流入量(電磁式)

３号配水池
流入量(電磁式)

洗浄水槽
揚水量

沈でん池

混和池

粒状活性炭吸着池流入量











別紙25 ３号配水池流入管連絡施工ステップ（案）【参考】

［説明］
既設都岡幹線流入管φ900及び３－２号池の運用を停止して、流入部の既設都岡
幹線流入管φ900を撤去後、同位置に２系３号配水池流入管（Ｈ２）を布設する。
通水洗浄後、２系３号配水池流入管（Ｈ２）にて３－２号池の運用を再開する

［説明］

３－１号池の運用を停止（既設浄水送水ポンプを停止）して、３－２号池側と同様、
流入部の既設都岡幹線流入管φ900を撤去後、同位置に１系３号配水池流入管（Ｈ
１）を布設する。その後、新設都岡幹線流入管φ900を既設流入管φ1800へ連絡す
る。通水洗浄後、１系３号配水池流入管（Ｈ１）にて３－１号池の運用を再開する。同
時に３－１号池側の都岡流入の運用を再開する。

［説明］
３－２号池を運用停止し、新設都岡幹線流入管φ900を通水洗浄後、運用再開す
る。

STEP
１

STEP
２

STEP
３

既設

新設

撤去

運用水

洗浄用水

既設

新設

撤去

運用水

洗浄用水

既設

新設

撤去

運用水

洗浄用水

Ｐ

φ1800

φ1800

φ900

φ900

既
設

都
岡

幹
線

流
入

管
φ

9
0
0

φ1800

３-１号池

３-２号池

２系３号配水池流入管

φ1800

Ｐ

φ1800

φ1800

φ900

φ1800

３-１号池

３-２号池

φ1800φ
9
0
0

２系３号配水池流入管

１系３号配水池流入管

φ1800

φ1800

３-１号池

３-２号池

φ
9
0
0

φ1800

２系３号配水池流入管

１系３号配水池流入管

既
設

都
岡

幹
線

流
入

管
φ

9
0
0

既
設

都
岡

幹
線

流
入

管
φ

9
0
0



別紙26 新設放流管布設図【参考】

横浜市行政地図情報提供システムより

坂本雨水幹線との接続想定位置

西谷浄水場



別紙 27 増設混和池構造図【参考】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 混和池（沈でん池）東西断面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 混和池南北断面図 



別紙 28 薬品注入設備フロー図【参考】 
 

 
 

 

 

 

貯留槽切替弁 

 貯留槽の液位でローテーション開閉 

移送ポンプ 
 小出槽の液位で交互運転 

移送弁 
 小出槽の液位で開閉 

 (液位計は切替て運用) M M 

m m 

M M M M 

m m m m 

中次亜 
小出槽 

1 系 ２系 ろ過池 

再凝集池 

M M 
m m 

M M M M 

m m m m 

後次亜 
小出槽 

1 系 ２系 流出井 
(ろ過池) 

調節弁 
 目標注入率に応じて開閉 

 (調節弁は切替て運用) 

M 

m 
m m 

都岡幹線流入管 

(3 号配水池へ) 

P P

都岡幹線 
補給次亜 
小出槽 

M M 

m m 

M M M M 

m m m m 

前次亜 
小出槽 

1 系 ２系 着水井 

次亜塩素 

M 
貯留槽 貯留槽 貯留槽貯留槽

M M M 

P P

管理棟北側建屋 

次亜貯留槽棟 

(自家発棟跡地) 

M M 

m m 

3 号配水池 
流出側次亜 
小出槽 

m m 

３号配水池 
流出管 

P P 

m m 

P P 

1 系 ２系 

注入ポンプ 
 目標注入率に応じて運転 
 (ポンプは切替て運用) 

※ 都岡幹線補給次亜、３号配水池流出側次亜は、池へ滴下する構造に 

できないことから、ポンプ加圧注入方式(インジェクター方式)とする。 

工事範囲 

M 
貯留槽 貯留槽 貯留槽 貯留槽 

M M M 

P P 

M M 

m
 

m 

M M 

m m 

M M 

m m 

M M 

m m 

M M M M 

m m m m 

貯留槽切替弁 

 貯留槽の液位でローテーション開

移送ポンプ 
 小出槽の液位で交互運転 

移送弁 
 小出槽の液位で開閉 

 (液位計は切替て運用) 

前 PAC 

小出槽 

(1,2 号池) 

前 PAC 
小出槽 
(3,4 号池) 

後 PAC 
小出槽 

1 系 1 系 ２系 

M M 

m m 

２系 

沈でん池 

混和池 

ろ過池 

再凝集池 

調節弁 
 目標注入率に応じて開閉 

 (調節弁は切替て運用) 

沈でん池南側建屋

PAC 貯留槽棟 

ＰＡＣ 

M 
貯留槽 貯留槽 貯留槽貯留槽

M M M 

P P 

M M 

m m 

M M M M 

m m m m 

貯留槽切替弁 

 貯留槽の液位でローテーション開

移送ポンプ 
 小出槽の液位で交互運転 

移送弁 
 小出槽の液位で開閉 

 (液位計は切替て運用) 

硫酸 
小出槽 

1 系 ２系 

着水井 

調節弁 
 目標注入率に応じて開閉 

 (調節弁は切替て運用) 

硫酸 
着水井近傍 

硫酸貯留槽棟 



別紙29　水質・薬品注入量等実績データ【参考】
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別紙29　水質・薬品注入量等実績データ【参考】

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

0.00

2.00

4.00

6.00

8.00

10.00

12.00

14.00

2014/4/1 2014/9/28 2015/3/27 2015/9/23 2016/3/21 2016/9/17 2017/3/16 2017/9/12 2018/3/11 2018/9/7 2019/3/6 2019/9/2 2020/2/29

PA
C・

後
PA

C注
⼊
率
［
m
g/
L］

前
次
亜
・
総
次
亜
・
活
性
炭
注
⼊
率
［
m
g/
L］

図４ ⻄⾕浄⽔場 薬品注⼊率

前次亜注⼊率
総次亜注⼊率
活性炭注⼊率
PAC注⼊率
後PAC注⼊率

‐1.00

1.00

3.00

5.00

7.00

9.00

11.00

13.00

15.00

6.00

6.50

7.00

7.50

8.00

8.50

9.00

9.50

2014/4/1 2014/9/28 2015/3/27 2015/9/23 2016/3/21 2016/9/17 2017/3/16 2017/9/12 2018/3/11 2018/9/7 2019/3/6 2019/9/2 2020/2/29
硫
酸
注
⼊
率
［
m
g/
L］

原
⽔
・
処
理
⽔
pH

図５ ⻄⾕浄⽔場 原⽔・処理⽔pH、硫酸注⼊率

原⽔pH

処理⽔pH

硫酸注⼊率



再整備関連工事
予定工事

別紙30　監視制御設備関連工事工程表【参考】
区分 関連工事（予定）

→新設計算機で運用

沈でん池、ポンプ井、薬注、ろ過池 粒状活性炭

CVCF

設計工事期間

更新工事

更新工事 改良工事 更新工事

改良工事

更新工事

更新工事

改良工事

改良工事 更新工事

改良工事

改良工事

関連工事

本工事に関連し発注する工事

西谷浄水場再整備事業（排水処理施設）

今井配水池計装設備改良工事

鶴見配水池計装設備改良工事

野毛山配水池計装設備改良工事

磯子配水池計装設備改良工事

綱島台ポンプ場計装設備改良工事

新横浜減圧弁計装設備改良工事

鶴ケ峰配水池計装設備改良工事

別途工事

本工事期間中に計画されている場外等
施設の更新・改良

(別途監視制御設備改良工事で対応)

仏向配水池計装設備改良工事

牛久保配水池計装設備改良工事

汐見台配水槽計装設備改良工事

港南流調弁室計装設備改良工事

西谷ポンプ場計装設備改良工事

磯子送水ポンプ場計装設備改良工事

平楽配水池計装設備改良工事

菅田配水池計装設備改良工事

（仮称）遠方監視無線設備更新工事

（仮称）水運用計算機設備改良工事

（仮称）場外配水池・ポンプ場計装設備改良工事

R19 R20 R21 R22

本工事

監視制御設備の新設・撤去

本工事で行う施設の整備状況に合わせた
監視制御設備の改良

無停電電源設備の更新

R13 R14 R15 R16 R17 R18R12R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11




